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さて，「小学校理科の観察，実験の手引き」（平成23年3月文部科学省）には，

つぎのような8つのプロセスが示されています。

本来，理科の学習は自然の事物・事

象に親しみ，観察・実験などの「体験」

を重視するものです。体験活動には，

観察，実験，栽培，ものづくりなどが

あり，こうした具体的な体験を通して

児童の身体的な技能や豊かな心情を育

むとともに，科学的な見方や考え方の

育成を図ることを目指しています。

これらの体験は，「言語」を通して

伝達されたり，表現されたり，さらに

は話し合い活動や議論を通して深めら

れたりして，確かなものになります。

また，「予想・仮説を設定する」場

面において，見いだした問題に対して

自分の考えを持ち，それは何を根拠に

しているのか，児童の生活経験や学習

経験を基に，見通しを持たせることで，

児童自らの主体的な問題解決の原動力

となります。そして，「観察・実験で

結果から何が言えるのかを考察する」場面において，自らの観察記録や実験デー

タを整理し，それらを基に考え，根拠を持って説明したりすることをグループや

学級全体で繰り返し行うことで，考察が深まっていくよう

な指導が望まれます。特に，予想や仮説を持つ段階や，考

察し結論を出す段階においては。言語活動が大きく関わる

ため，言語活動の充実という視点からも理科の学習指導の

見直し，改善を図る必要があります。（文責：玉村かおり）
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